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ラ ジ オ

父の思い出
〈２月12日放送分〉

松浦 謙(みなとブロック)

南山大学の教授だったわたしの父、松浦一郎は、

近世ヨーロッパの哲学思想を専門に研究していま

した。

父は、理性を通して、神の存在を証明しようと

努めました。わたしは、中学生のころ、なぜ神が

いると証明できるか父から説明してもらった記憶

があります。その一つが哲学者デカルトの神存在

の証明でした。それは次のようなものです。

そもそも人間は、疑う存在である。つまり、自

分が不完全で、限界があるということを知ってい

る。そのような自覚があるのは、自分の中にある

無限な者、すなわち�神�の観念がもともと備わ

っているからだ。ではそれはどこから与えられた

のか？ それは無限な存在者である神から来たと

しかいいようがない。だから神は確かに存在する。

それを聞いても、わたしは正直いって、良く分

かりませんでした。

退職後父はがんを患いました。かつての教え子

たちが集まって父の話を聞く会が開かれたので、

わたしは、母と兄と一緒に、聞きに行きました。

この時父は、かなり弱っていましたがパスカルの

�幸福論�について語ってくれました。おおよそ

た落つ／見よ、他のものを。なべてのものに落

下あり／されど ひとりの人ありて この落下

を かぎりなく／やさしく そのみ手に 支え

たもう。（星野慎一訳）

父は枯れて落ちていく木の葉に今の自分を重

ね合わせたのかもしれません。わたしたちのい

のちを最終的にやさしく慈しみ深く受け止めて

くださる神がおられる。これこそ父が信じ続け

たことです。わたしもこの信仰を父から受け継

ぎました。永遠のいのちへの希望が人生の根底

にあります。それは、神様がわたしたちに与え

てくださる恵みの光なのです。

【お知らせ】

ラジオ局の手違いにより２/26に流されなかっ

た松浦神父の話は４/30に放送されます。

がら永遠の幸福の記憶が人間に残されている。だ

から人間はこれをこそ、一時的でなくいつまでも

求め続ける。愛である神は、その望みを必ずかな

えるであろう。

がんの末期だった父の内には、生きたいという

望みがありました。それは永遠のいのちへのあこ

がれであったと思います。父は言いました。�い

のちへの望みは、パスカルがいうように、愛その

ものである神自身が、我々人間の心に刻み与えた

ものです。だからその望みは必ずかなえられるの

です�

それを聞きながらわたしは、なぜ父がデカルト

と同時にパスカルを熱心に研究したか、なんとな

く理解できた気がしました。父は講義を終えると

とても疲れた様子で�もう十分だね�と言いまし

た。その約１か月後、父は亡くなりました。

父の好きだった詩のひとつがオーストリアの詩

人リルケの�秋�です。父は自らの著書�望郷の

詩�（1993年新世社）で紹介しています。

木の葉落つ／遠くより散りくるごとく／み空の

園の枯れしごとくに／はらはらと舞い落ちきたる

／小夜ふかく なべて星より／重き土 寂
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使徒たちと同じ人数の 12人の受堅者

の内容は次のようなものでした。

パスカルは、デカルトと同じように

人間の有限性を取り上げることから出

発する。パスカルによれば、人にはい

のちへの欲求がある。真の幸福とはそ

の欲求が満たされる状態である。にも

かかわらず生きている限り、それは満

たされることはない。なぜなら人間が

不幸にも罪を犯したからだ。しかしな
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